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１ 調査結果報告書の概要 

(1) 調査実施の概要 

国の「まち・ひと・しごと創生法」が制定されたことを受け、新潟市（以下、本市と

いう。）における人口の現状と将来の展望を提示する「地方人口ビジョン」及び、地域の

実情に応じた今後の５か年の施策の方向を提示する「地方版総合戦略」を策定する。 

これらの策定にあたり、市民の結婚・出産・子育ての希望、地方移住に関する希望な

どを実現する観点を調査すべく、アンケート調査を実施した。 

(2) 調査の目的 

新潟市における今後の居住希望や生活環境等に関する意識・希望を調査し、「地方人口ビジ

ョン」及び「地方版総合戦略」の策定の参考とする。

(3) 調査対象と抽出 

調査対象 抽出方法 

高校生 

年齢相当 

市内在住の高校生相当年齢の市民（15～18歳）を無作為抽出 

大学生 

年齢相当 

市内在住の大学生・短期大学生・専門学校生相当年齢（18～22 歳）

の市民を無作為抽出 

在住者・ 

転入者 
市内在住の市民（22～49歳）を無作為抽出 

転出者 

WEB調査会社のリサーチパネルから、新潟市に２年以上居住していた

者を抽出。エリア対象として、首都圏（東京都、神奈川県、埼玉県、

千葉県）を中心とし、地方都市部（関西地域、中部地域等）に対して

も抽出を行った。 

(4) 配布数と回収数 

調査対象 配布数（件） 回収数（件） 回収率

高校生 

年齢相当 
3,630 827 22.8%

大学生 

年齢相当 
3,690 529 14.3%

在住者・ 

転入者 
4,090 1,144 28.0%

転出者 - 296 -

(5) 調査の方法 

高校生・大学生・一般（在住者）： 郵送配布・郵送回収

転出者：            Web アンケート調査

(6) 調査の方法 

高校生・大学生・一般（在住者）： 平成 27 年６月 22 日（月）～７月６日（月）

転出者：           平成 27 年６月 22 日（月）～７月３日（金）
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２ 調査結果 

(1) 高校生年齢相当調査 

ア 進路について 

・ 卒業後の居住予定地（進学・就職に伴う転出予定先）をみると、全体の約 6 割

（58.5％）は新潟市内に住み続ける予定であるが、2割強（23.5%）は首都圏への

転出を予定している。 

・ 男女別にみると、男性の方が首都圏への転出予定者が多い。（男性 25.2％、女性

21.9％） 

・ 首都圏への転出予定者の割合は、学年別にみると、高校 1年生が 20.8％であるの

に対し、高校 3年生では24.7％と、3.9ポイント UPしている。 

・ 将来の新潟市への U ターン意向では、「思う」「どちらかといえば思う」を合わせ

ると 36.6％が Uターン意向を示している。 

・ 男女別にみると、男性の方が Uターン意向が強い。（男性 39.5％、女性 33.5％） 

・ 新潟市へいずれは戻りたい理由は「家族・親戚・知人など親しい人がいるから

（66.4%）」、「出身地であるから（63.1%）」、「食べ物や水、空気がおいしいから

（50.0%）」 の順で高い。 

・ 新潟市に戻る時期については、「わからない（35.2%）」、「就職するとき（32.8%）」、

「結婚するとき（9.8%）」の順で高い。男女別にみると、結婚のタイミングで戻り

たいという意向は、特に女性で高い。（男性 5.0%に対し、女性 15.5%） 

58.5%

58.1%

59.2%

4.0%

4.2%

4.0%

23.5%

25.2%

21.9%

12.9%

10.9%

14.5%

1.1%

1.6%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高校生全体

(N=827)

男性
(N=377)

女性
(N=429)

問8卒業後の居住予定地(男女別)

新潟市内 新潟市以外の新潟県内 首都圏（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県） その他 不明/無効回答
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58.5%

62.8%

57.1%

54.8%

80.0%

100.0%

4.0%

2.2%

4.8%

4.6%

20.0%

23.5%

20.8%

25.6%

24.7%

12.9%

13.0%

11.8%

14.7%

1.1%

1.1%

0.7%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高校生全体

(N=827)

高校1年生
(N=269)

高校2年生
(N=259)

高校3年生
(N=259)

その他

(N=5)

高等学校には通っていない

(N=3)

問8卒業後の居住予定地(所属別)
新潟市内 新潟市以外の新潟県内 首都圏（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県） その他 不明/無効回答

16.2%

19.1%

13.3%

20.4%

20.4%

20.2%

12.6%

12.5%

13.3%

11.1%

10.5%

11.6%

22.8%

23.0%

22.5%

17.1%

14.5%

19.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高校生全体
(N=334)

男性
(N=152)

女性
(N=173)

問8-2将来の新潟市へのUターン意向(男女別)
思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない 思わない わからない 不明/無効回答
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63.1%
32.8%

50.0%

66.4%13.1%
9.0%

6.6%
4.1%

10.7%
2.5%

25.4%
15.6%

8.2%
7.4%
6.6%

13.1%
0.0%

3.3%
1.6%
1.6%
1.6%
3.3%
4.9%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

出身地であるから

のんびりとした生活を送れるから

食べ物や水、空気がおいしいから

家族・親戚・知人など親しい人がいるから

自分に合った生活スタイルを送れるから

健康的な生活が送れるから

生活コストが安いから

趣味を楽しめるから

気候が暮らしやすいから

家を購入しやすいから

人が多すぎないから

都会には一生住みたいと思わないから

将来、自分の子どもを自然の多い環境で育てたいから

子育てがしやすい環境だから

仕事と生活のどちらも充実させられるから

地域住民の人柄が良いから

農業をはじめたいから

やりたい仕事があるから

医療、福祉施設が充実しているから

自分に合った仕事が得られるから

家業を継ぐため

特に理由はない

その他

不明/無効回答

問8-3 新潟市へいずれは戻りたいという理由

高校生全体
(n=122)

32.8%

33.3%

31.0%

9.8%

5.0%

15.5%

3.3%

5.0%

1.7%

2.5%

5.2%

4.9%

6.7%

3.4%

6.6%

8.3%

3.4%

35.2%

36.7%

34.5%

4.1%

3.3%

5.2%

0.8%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高校生全体

(N=122)

男性

(N=60)

女性

(N=58)

問8-4新潟市に戻る時期(男女別)
就職するとき 結婚するとき 子どもができた、増えたとき 子どもが独立したとき 親の介護をするとき

定年退職したとき わからない その他 不明/無効回答
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イ 結婚のしやすさについて 

・ 将来的な婚姻意向については、男性は「結婚の希望はあるが年齢は決めていない

（32.9％）」「30歳までに結婚の希望がある（30.2%）」「結婚の希望はない（15.9%）」

の順で高いのに対し、女性は「30 歳までに結婚の希望がある（35.4%）」「25 歳ま

でに結婚の希望がある（29.8%）」 「結婚の希望はあるが年齢は決めていない

（18.9％）」の順で高い。 

・ 結婚支援のために行政が取り組むべきことについては、「安定した雇用の確保

（70.9%）」、「結婚祝い金などの経済的支援（51.3%）」の項目が男女ともに高い。 

・ 一方で、企業が取り組むべきことについては、男性は「給与・ボーナスを増やす

（48.8％）」、「正規社員登録の増加（36.1％）」、「雇用機会の拡充（33.7％）」の順

に高く、女性は「出産後に復帰しやすい職場環境づくり（61.5％）」、「育児休業制

度の導入・拡充（56.6％）」、「正規社員登録の増加（30.1％）」の順に高く、男女

が企業に求める支援に差があることがわかる。 

22.7%

14.6%

29.8%

33.1%

30.2%

35.4%

3.0%

4.0%

2.1%

0.5%

0.8%

0.2%

25.3%

32.9%

18.9%

14.1%

15.9%

13.1%

1.2%

1.6%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高校生全体
(N=827)

男性

(N=377)

女性
(N=429)

問9将来的な婚姻意向(男女別)
25歳までに結婚の希望がある 30歳までに結婚の希望がある 35歳までに結婚の希望がある

40歳までに結婚の希望がある 結婚の希望はあるが年齢は決めていない 結婚の希望はない

不明/無効回答
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70.9%

51.3%

13.4%

5.9%

9.1%

4.5%

8.2%

13.8%

3.1%

1.2%

67.9%

49.9%

12.7%

5.8%

10.1%

4.8%

9.8%

17.2%

3.2%

1.6%

72.7%

52.7%

14.0%

5.8%

7.9%

4.4%

6.3%

11.4%

3.0%

0.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

安定した雇用の確保

結婚祝金などの経済的支援

婚活イベントなどによる出会い

の場の提供

交際術やマナーなどを学ぶ講座

結婚相談窓口（仲立ち）

結婚を奨励するようなＰＲ

若い世代（学生）への結婚に関

する講習会

特にない

その他

不明/無効回答

問10結婚支援のために行政が取り組むべきこと(男女別)

高校生全体
(N=827)

男性
(N=377)

女性
(N=429)

30.4%

32.8%

37.2%

9.7%

13.5%

26.7%

45.1%

42.8%

1.2%

3.5%

8.1%

1.0%

1.9%

33.7%

36.3%

48.8%

12.5%

14.1%

28.4%

26.8%

26.5%

1.3%

4.8%

10.6%

1.6%

0.8%

27.3%

30.1%

27.0%

7.5%

12.8%

25.2%

61.5%

56.6%

0.9%

2.1%

6.3%

0.5%

2.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

雇用機会の拡充

正規社員登録の増加

給与・ボーナスを増やす

家賃補助や社員寮などの福利厚生

の充実

結婚祝金などの経済的支援

残業や休日出勤をなくす・減らす

出産後に復職しやすい職場環境づ

くり

育児休業制度の導入・充実

結婚を奨励するようなＰＲ

社内の男女間でコミュニケーション

が活発になるようにする

特にない

その他

不明/無効回答

問11結婚支援のために企業が取り組むべきこと(男女別)

高校生全体
(N=827)

男性
(N=377)

女性
(N=429)
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ウ 子育てのしやすさについて 

・ 子育てする場として新潟市は魅力的かについては、「魅力的だと思う（14.8%）」「ど

ちらかといえば魅力的だと思う（34.1%）」をあわせると、約半数（48.9%）が魅力

的だと思っていることがわかる。 

・ 魅力的だと思う理由として、「自然環境が豊かだから（51.2%）」、「治安が良いから

（40.6%）」、「保育所などが充実しているから（25.0%）」が挙げられる。 

・ 逆に、魅力的だと思わない理由として、「子どもの遊び場が少ないから（47.3%）」、

「教育機関が充実していないから（27.7%）」、「医療機関が充実していないから

（23.2%）」が挙げられる。 

・ 将来自分たちが持ちたい子どもの数については、「2人（61.4%）」、「3人（17.8%）」、

「1人（8.8%）」の順となっている。 

・ 子どもの数が増えるための支援・対策については、「安定した雇用の確保（44.1%）」、

「子育てに伴う経済的負担の軽減（39.9%）」、「子育てしやすい職場環境の整備

（37.2%）」の順で高い。 

魅力的だと思う

14.8%

どちらかといえば魅力

的だと思う

34.1%

どちらかといえば魅力

的だと思わない

8.2%

魅力的ではない
5.3%

わからない
36.8%

不明/無効回答
0.8%

問12子育てする場として新潟市は魅力的か

対象：高校生全体(n=827)
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25.0%

17.6%

13.1%

19.8%

1.2%

51.2%

20.5%

40.6%

16.6%

2.0%

8.2%

2.5%

0.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

保育所などが充実しているから

教育機関が充実しているから

医療体制が充実しているから

子どもの遊び場が多いから

子育てサークルが充実しているから

自然環境が豊かだから

買い物が便利だから

治安が良いから

地域でのつながりがあるから

相談できる機関や場が多いから

生活費（家賃など）が安いから

その他

不明/無効回答

問12-1「新潟市が子育てする場として魅力的だと思う」理由

高校生全体

(n=404)

17.9%

27.7%

23.2%

47.3%

2.7%

5.4%

21.4%

6.3%

6.3%

10.7%

16.1%

16.1%

1.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

保育所などが充実していないから

教育機関が充実していないから

医療体制が充実していないから

子どもの遊び場が少ないから

子育てサークルが充実していないから

自然環境が豊かでないから

買い物が便利でないから

治安が悪いから

地域でのつながりがないから

相談できる機関や場が少ないから

生活費（家賃など）が高いから

その他

不明/無効回答

問12-2「新潟市が子育てする場として魅力的だと思わない」理由

高校生全体

(n=112)
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5.8%

6.1%

5.8%

8.8%

10.6%

7.0%

61.4%

62.3%

60.8%

17.8%

15.1%

20.3%

1.3%

1.1%

1.6%

0.8%

0.3%

1.4%

4.0%

4.5%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高校生全体
(N=827)

男性
(N=377)

女性
(N=429)

問13将来自分が持ちたい子どもの数(男女別)
0人 1人 2人 3人 4人 5人以上 不明/無効回答

44.1%

17.4%

6.5%

6.2%

5.7%

8.5%

14.9%

20.4%

5.4%

8.6%

6.5%

37.2%

13.9%

39.9%

9.4%

7.5%

1.9%

2.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

安定した雇用の確保

結婚に対する支援

妊娠・出産に関する情報提供

不妊治療などへの支援

乳幼児の保健指導や育児相談の充実

小児医療体制など子どもの健康支援

子どもが遊べる場所（屋内・屋外）の整備

保育所等の整備

放課後児童クラブ（学童保育）の整備

教育環境の整備

子育てに適した住宅の供給

子育てしやすい職場環境の整備

男性が子育てに積極的に関われる職場づくり

子育てに伴う経済的負担の軽減

子育てと仕事の両立意識の普及啓発

母子・父子に対する育児支援の充実

その他

不明/無効回答

問14 子どもの数が増えるための支援・対策

高校生全体
(n=827)
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エ 働きやすさについて 

・ 働く場として新潟市は魅力的かについては、「魅力的だと思う（9.7%）」「どちらか

といえば魅力的だと思う（30.0%）」をあわせると、約 4割（39.7%）が魅力的だと

思っていることがわかる。 

・ 魅力的だと思う理由として、「実家に住める・近いから（41.2%）」、「長く働ける企

業が多いから（25.9%）」、「職場と自宅の距離が近いから（25.6）」が挙げられる。 

・ 逆に、魅力的だと思わない理由として、「優良な大手企業が少ないから（65.3%）」、

「優良な中小企業が少ないから（30.7%）」、「採用に積極的な企業が少ないから

（22.2%）」が挙げられる。 

・ 行政が取り組むべき事業としては、「企業誘致による雇用拡大（46.6%）」、「ブラッ

ク企業などへの注意喚起（33.5%）」、「育児・介護休業制度の啓発（26.6%）」の順

で高い。（ただし、「育児・介護休業制度の啓発」は男女差が大きく、男性 15.1%

に対し、女性は 36.6%であった。） 

・ 企業が取り組むべき事業としては、「正規社員登録の増加（44.7％）」、「給与・ボ

ーナスを増やす（43.5％）」、「雇用機会の拡充（39.5%）」の順に高い。 

・ 男女差大きい項目として、「出産後に復職しやすい職場環境づくり（男性：17.2%、

女性：42.2%）」、「育児・介護休業制度の導入・拡充（男性：17.2%、女性：38.7%）」

は、男性に比べ、女性のポイントが高い。 

魅力的だと思う

9.7%

どちらかといえば魅力

的だと思う

30.0%

どちらかといえば魅力

的だと思わない

15.4%

魅力的ではない
5.9%

わからない

38.2%

不明/無効回答
0.8%

問15働く場として新潟市は魅力的だと思うか

対象：高校生全体(n=827)
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14.0%

16.2%

25.9%

2.4%

9.8%

22.9%

25.6%

41.2%

3.4%

11.0%

2.1%

0.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

優良な大手企業が多いから

優良な中小企業が多いから

長く働ける企業が多いから

起業をしやすそうだから

採用に積極的な企業が多いから

地域貢献に積極的な企業が多いから

職場と自宅の距離が近いから

実家に住める・近いから

新潟市出身者のコネクションがあるから

特にない

その他

不明/無効回答

問15-1「新潟市が働く場として魅力的だと思う」理由

高校生全体

(n=328)

65.3%

30.7%

17.0%

18.2%

22.2%

8.5%

9.1%

1.1%

5.7%

7.4%

9.7%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

優良な大手企業が少ないから

優良な中小企業が少ないから

長く働ける企業が少ないから

起業をしにくそうだから

採用に積極的な企業が少ないから

地域貢献に積極的な企業が少ないから

職場と自宅の距離が遠いから

実家に住める・遠いから

新潟市出身者のコネクションがないから

特にない

その他

不明/無効回答

問15-2「新潟市が働く場として魅力的だと思わない」理由

高校生全体
(n=176)
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46.6%

15.6%

4.8%

12.3%

20.4%

13.4%

16.7%

22.4%

33.5%

26.6%

6.9%

1.9%

2.4%

49.6%

18.8%

5.8%

12.5%

19.9%

13.3%

17.8%

22.0%

34.5%

15.1%

8.5%

2.4%

2.1%

44.1%

12.8%

4.0%

12.1%

21.2%

13.8%

15.4%

22.1%

32.6%

36.6%

5.8%

1.4%

2.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

企業誘致による雇用拡大

税制処置などの企業支援

産官学の連携によるビジネス機会

の拡大

企業情報の発信・PR 

就業に関する相談窓口の充実

インターンシップなどの充実

職業能力を高められる機会の拡充

資格取得に向けた支援（講座、費

用助成等）

ブラック企業などへの注意喚起

育児・介護休業制度の啓発

特にない

その他

不明/無効回答

問17働きやすさのために行政が取り組むべき事業(男女別)

高校生全体
(N=827)

男性
(N=377)

女性
(N=429)

39.5%

44.7%

43.5%

10.2%

28.4%

31.2%

30.6%

4.1%

4.8%

10.5%

5.2%

1.1%

1.7%

44.6%

48.8%

48.0%

12.2%

17.2%

32.1%

17.2%

5.0%

5.6%

10.9%

6.6%

1.3%

1.3%

35.0%

41.5%

39.9%

8.9%

38.7%

29.4%

42.2%

3.3%

4.2%

10.5%

4.2%

0.7%

1.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

雇用機会の拡充

正規社員登録の増加

給与・ボーナスを増やす

家賃補助や社員寮などの福利厚生

の充実

育児・介護休業制度の導入・充実

残業や休日出勤をなくす・減らす

出産後に復職しやすい職場環境づ

くり

インターンシップ、OB 訪問などの充
実

企業情報の発信・PR

心身の健康管理支援

特にない

その他

不明/無効回答

問18働きやすさのために企業が取り組むべき事業(男女別)

高校生全体
(N=827)

男性
(N=377)

女性
(N=429)
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オ 住みやすさについて 

・ 新潟市が住みやすいまちだと思うかについては、「住みやすい（42.8%）」「どちら

かといえば住みやすい（45.0%）」をあわせると、約9割（87.8%）が住みやすいと

思っていることがわかる。 

・ 住みやすい理由として、「食べ物がおいしい（60.4%）」、「治安が良い（38.2%）」、

「自然環境が豊かである（28.7%）」が挙げられる。 

・ 逆に住みにくい理由として、「交通の利便性が悪い（65.7%）」、「娯楽に関する施設

が整っていない（30.3%）」、「日常の買い物がしにくい 18.2%）」が挙げられる。 

・ 新潟市の定住意向については、「住み続けたい（46.8%）」、「住み続けたくない

（9.2%）」、「どちらともいえない（43.8%）」となっている。 

・ 新潟市に住み続けるために必要なこととしては、「働く場の拡充（39.3%）」、「地域

内の公共交通の充実（27.9%）」、「趣味や余暇活動の充実（24.5%）」の順に高い。 

住みやすい
42.8%

どちらかといえば住み

やすい
45.0%

どちらかといえば住み

にくい
8.8%

住みにくい
3.1%

不明/無効回答
0.2%

問20新潟市が住みやすいまちだと思うか

対象：高校生全体(n=827)
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19.8%

38.2%

28.7%

64.0%

2.8%

10.2%

11.0%

19.1%

3.3%

2.2%

0.4%

2.3%

1.1%

6.6%

6.9%

6.6%

22.6%

1.2%

1.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

自然災害（台風、地震など）が少ない

治安が良い（安全である）

自然環境が豊かである

食べ物がおいしい

住宅の規模や価格など住宅事情が良い

勤務地や学校に近い

交通の利便性が良い

日常の買い物がしやすい

暮らしに関する施設が整っている

娯楽に関する施設が整っている

子育て支援が充実している

教育環境が整っている

福祉環境が充実している

病院など医療施設が充実している

人情が厚い（地域の人間関係が良い）

親や子どもの家に近い

友人や知人がいる

その他

不明/無効回答

問20-1「新潟市が住みやすいとまちだと思う」理由

高校生全体

(n=726)

7.1%

3.0%

13.1%

1.0%

5.1%

17.2%

65.7%

18.2%

5.1%

30.3%

7.1%

13.1%

4.0%

8.1%

10.1%

0.0%

1.0%

8.1%

7.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

自然災害（台風、地震など）が多い

治安が悪い（安全とはいえない）

自然環境が悪い

食べ物がおいしくない

住宅の規模や価格など住宅事情が悪い

勤務地や学校から遠い

交通の利便性が悪い

日常の買い物がしにくい

暮らしに関する施設が整っていない

娯楽に関する施設が整っていない

子育て支援が充実していない

教育環境が整っていない

福祉環境が充実していない

病院など医療施設が充実していない

人情が薄い（地域の人間関係が悪い）

親や子どもの家から遠い

友人や知人がいない

その他

不明/無効回答

問20-2「新潟市が住みにくいとまちだと思う」理由

高校生全体

(n=99)
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46.8%

47.5%

46.4%

9.2%

8.5%

9.6%

43.8%

43.8%

44.1%

0.2%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高校生全体
(N=827)

男性
(N=377)

女性
(N=429)

問21新潟市の定住意向(男女別)
住み続けたい 住み続けたくない どちらともいえない 不明/無効回答

10.2%

27.9%

19.0%

24.2%

22.9%

13.9%

7.3%

14.9%

24.5%

39.3%

7.0%

5.8%

8.5%

3.1%

1.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

住居についての十分な情報提供

地域内の公共交通の充実

周辺自治体や都市部への交通網の充実

買い物の利便性の向上

子育て支援の充実（保育園の整備や教育環境の向上等）

医療機関の充実（病院や診療所の整備等）

インターネット等の情報通信環境の充実

まちなみや景観の整備・保全

趣味や余暇活動の場の充実

働く場の充実

病院や買い物など、生活に関わる相談窓口の拡充・増設

地域に馴染むための仕組みづくり

特にない

その他

不明/無効回答

問22新潟市に住み続けるために必要なこと

高校生全体

(n=827)
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(2) 大学生年齢相当調査 

ア 進路について 

・ 進学先に新潟市を選んだ理由は、「希望する進学先や就職先があったから（37.8%）」、

「通学、通勤などの面で、経済的に楽であったから（30.1%）」、「地元での生活に

慣れており、精神的に楽であったから（26.8%）」が挙げられる 

・ 卒業後の居住予定地（就職等に伴う転出予定先）をみると、全体の約 6割（58.6％）

は新潟市内に住み続ける予定であるが、15.9%は首都圏への転出を予定している。 

・ 男女別にみると、男性の首都圏への転出が 14.1%であるのに対し、女性は 18.0%

となっている。 

・ 所属別にみると、新潟市内に住み続ける予定の人の割合は、大学生（57.2%）より、

短期大学生（74.1%）や専門学校生（65.1%）の方が高い。 

・ 将来の新潟市への U ターン意向では、「思う」「どちらかといえば思う」を合わせ

ると 29.6％が Uターン意向を示している。 

・ 男女別にみると、女性の方が Uターン意向が強い。（男性 20.9％、女性 38.3％） 

・ 新潟市へいずれは戻りたい理由は、「出身地であるから（54.5%）」、「家族・親戚・

知人など親しい人がいるから（54.5%）」、「食べ物や水、空気がおいしいから（41.8%）」 

の順で高い。 

・ 新潟市に戻る時期については、「わからない（50.9%）」が半数以上を占めるが、次

いで「結婚するとき（18.2%）」「定年退職したとき（7.3%）」の順で高い。 

37.8%

16.8%

9.8%

30.1%

26.8%

12.1%

0.2%

0.8%

0.4%

4.9%

0.9%

0.9%

12.1%

6.0%

9.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

希望する進学先や就職先があったから

（自分の意思で）両親や祖父母の近くで生活したかったから

（親の意思で）地元で生活するよう言われていたから

通学・通勤などの面で、経済的に楽であったから

地元での生活に慣れており、精神的に楽であったから

地元に愛着があったから

その地域に住むことにあこがれがあったから

長男・長女だから

家業の手伝いや家業を継ぐつもりだったから

友人や知人が多いから

価格や広さなど住宅事情がよかったから

生活環境が楽しそうだったから

特に理由はなかった

その他

不明/無効回答

問9進学先に新潟市を選んだ理由

大学生等全体

(n=529)
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58.6%

55.9%

60.3%

5.3%

7.9%

3.7%

15.9%

14.1%

18.0%

14.0%

15.9%

12.9%

6.2%

6.2%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学生等全体
(n=529)

男性
(n=227)

女性
(n=272)

問11卒業後の居住予定地(男女別)
新潟市内 新潟市以外の新潟県内 首都圏（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県） その他 不明/無効回答

58.6%

57.2%

74.1%

65.1%

47.3%

67.3%

5.3%

5.2%

3.7%

5.8%

6.8%

4.1%

15.9%

17.9%

14.8%

17.4%

10.8%

10.2%

14.0%

18.3%

7.4%

9.3%

10.8%

6.1%

6.2%

1.4%

2.3%

24.3%

12.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学生等全体
(n=529)

大学生

(n=290)

短期大学生

(n=27)

専門学校生

(n=86)

その他

(n=74)

大学、短期大学、専門学校な

どには通っていない
(n=49)

問11卒業後の居住予定地(所属別)
新潟市内 新潟市以外の新潟県内 首都圏（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県） その他 不明/無効回答
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10.2%

5.8%

14.9%

19.4%

15.1%

23.4%

12.4%

14.0%

9.6%

9.1%

5.8%

12.8%

28.5%

33.7%

24.5%

20.4%

25.6%

14.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学生等全体
(n=186)

男性
(n=86)

女性
(n=94)

問11-2将来の新潟市へのUターン意向(男女別)
思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない 思わない わからない 不明/無効回答

54.5%
27.3%

41.8%
54.5%

16.4%
1.8%

18.2%
12.7%

20.0%
0.0%

30.9%
23.6%

7.3%
1.8%

3.6%
16.4%

0.0%
1.8%
1.8%

0.0%
0.0%

3.6%
1.8%

7.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

出身地であるから

のんびりとした生活を送れるから

食べ物や水、空気がおいしいから

家族・親戚・知人など親しい人がいるから

自分に合った生活スタイルを送れるから

健康的な生活が送れるから

生活コストが安いから

趣味を楽しめるから

気候が暮らしやすいから

家を購入しやすいから

人が多すぎないから

都会には一生住みたいと思わないから

将来、自分の子どもを自然の多い環境で育てたいから

子育てがしやすい環境だから

仕事と生活のどちらも充実させられるから

地域住民の人柄が良いから

農業をはじめたいから

やりたい仕事があるから

医療、福祉施設が充実しているから

自分に合った仕事が得られるから

家業を継ぐため

特に理由はない

その他

不明/無効回答

問11-3 新潟市へいずれは戻りたいという理由

大学生等全体

(n=55)
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3.6%

5.6%

2.8%

18.2%

16.7%

16.7%

3.6%

5.6%

2.8%

1.8%

2.8%

7.3%

16.7%

2.8%

50.9%

44.4%

55.6%

1.8%

2.8%

9.1%

11.1%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学生等全体

(n=55)

男性

(n=18)

女性

(n=36)

問11-4新潟市に戻る時期(男女別)
就職するとき 結婚するとき 子どもができた、増えたとき

子どもが独立したとき 親の介護をするとき 定年退職したとき

わからない その他 不明/無効回答



20 

イ 結婚のしやすさについて 

・ 将来的な婚姻意向については、男性は「30歳までに結婚の希望がある（39.2%）」、

「結婚の希望はあるが年齢は決めていない（28.6％）」、「25 歳までに結婚の希望

がある（15.0%）」の順で高いのに対し、女性は「30 歳までに結婚の希望がある

（38.6%）」「25歳までに結婚の希望がある（21.7%）」 「結婚の希望はあるが年齢

は決めていない（19.5％）」の順で高い。 

・ 結婚支援のために行政が取り組むべきことについては、「安定した雇用の確保

（71.3%）」、「結婚祝い金などの経済的支援（50.3%）」の項目が男女ともに高い。 

・ 一方で、企業が取り組むべきことについては、男性は「給与・ボーナスを増やす

（50.7％）」、「育児休業制度の導入・拡充（37.9％）」、「残業や休日出勤をなくす・

減らす（36.6％）」の順に高く、女性は「出産後に復帰しやすい職場環境づくり

（66.9％）」、「育児休業制度の導入・拡充（58.1％）」、「給与・ボーナスを増やす

（30.5％）」の順に高い。 

0.8%

0.4%

1.1%

18.7%

15.0%

21.7%

38.6%

39.2%

38.6%

2.8%

2.6%

3.3%

0.4%

0.7%

23.6%

28.6%

19.5%

12.5%

11.9%

12.9%

2.6%

2.2%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学生等全体
(N=529)

男性

(N=227)

女性
(N=272)

問14将来的な婚姻意向(男女別)
すでにしている 25歳までに結婚の希望がある 30歳までに結婚の希望がある

35歳までに結婚の希望がある 40歳までに結婚の希望がある 結婚の希望はあるが年齢は決めていない

結婚の希望はない 不明/無効回答
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71.3%

50.3%

20.6%

4.3%

6.2%

6.8%

7.0%

13.8%

2.3%

1.9%

69.2%

51.1%

22.5%

2.2%

5.3%

9.7%

11.0%

15.0%

2.2%

1.8%

74.3%

50.7%

19.5%

5.9%

7.0%

4.8%

4.0%

12.1%

2.6%

1.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

安定した雇用の確保

結婚祝金などの経済的支援

婚活イベントなどによる出会い

の場の提供

交際術やマナーなどを学ぶ講座

結婚相談窓口（仲立ち）

結婚を奨励するようなＰＲ

若い世代（学生）への結婚に関

する講習会

特にない

その他

不明/無効回答

問15結婚支援のために行政が取り組むべきこと(男女別)

大学生等全体
(N=529)

男性
(N=227)

女性
(N=272)

29.5%

23.3%

39.9%

12.7%

13.6%

30.4%

50.3%

49.1%

1.5%

4.2%

4.9%

0.6%

2.6%

30.4%

26.9%

50.7%

17.6%

14.1%

36.6%

30.8%

37.9%

2.2%

5.7%

5.3%

0.9%

1.8%

30.1%

19.9%

30.5%

8.5%

13.6%

24.3%

66.9%

58.1%

1.1%

2.9%

4.8%

0.4%

2.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

雇用機会の拡充

正規社員登録の増加

給与・ボーナスを増やす

家賃補助や社員寮などの福利厚生

の充実

結婚祝金などの経済的支援

残業や休日出勤をなくす・減らす

出産後に復職しやすい職場環境づ

くり

育児休業制度の導入・充実

結婚を奨励するようなＰＲ

社内の男女間でコミュニケーション

が活発になるようにする

特にない

その他

不明/無効回答

問16結婚支援のために企業が取り組むべきこと(男女別)

大学生等全体
(N=529)

男性
(N=227)

女性
(N=272)
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ウ 子育てのしやすさについて 

・ 子育てする場として新潟市は魅力的かについては、「魅力的だと思う（12.5%）」「ど

ちらかといえば魅力的だと思う（33.6%）」をあわせると、約半数（46.1％）が魅

力的だと思っていることがわかる。 

・ 魅力的だと思う理由として、「自然環境が豊かだから（56.1%）」、「治安が良いから

（42.2%）」、「子どもの遊び場が多いから（24.6%）」が挙げられる。 

・ 逆に、魅力的だと思わない理由として、「買い物が便利でないから（36.2%）」、「子

どもの遊び場が少ないから（32.8%）」、「教育機関が充実していないから（27.6%）」

が挙げられる。 

・ 将来自分たちが持ちたい子どもの数については、「2人（64.3%）」、「3人（18.9%）」、

「1人（6.0%）」の順となっている。 

・ 子どもの数が増えるための支援・対策については、「安定した雇用の確保（46.5%）」、

「子育てに伴う経済的負担の軽減（46.5%）」、「子育てしやすい職場環境の整備

（36.3%）」の順で高い。 

魅力的だと思う

12.5%

どちらかといえば魅力

的だと思う
33.6%

どちらかといえば魅力

的だと思わない

6.6%

魅力的ではない

4.3%

わからない

41.4%

不明/無効回答
1.5%

問17子育てする場として新潟市は魅力的か

対象：大学生等全体(n=529)



23 

18.0%

16.4%

13.1%

24.6%

2.0%

56.1%

24.2%

42.2%

18.4%

2.0%

13.1%

2.0%

1.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

保育所などが充実しているから

教育機関が充実しているから

医療体制が充実しているから

子どもの遊び場が多いから

子育てサークルが充実しているから

自然環境が豊かだから

買い物が便利だから

治安が良いから

地域でのつながりがあるから

相談できる機関や場が多いから

生活費（家賃など）が安いから

その他

不明/無効回答

問17-1「新潟市が子育てする場として魅力的だと思う」理由

大学生等全体
(n=244)

22.4%

27.6%

12.1%

32.8%

8.6%

5.2%

36.2%

6.9%

20.7%

17.2%

22.4%

15.5%

1.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

保育所などが充実していないから

教育機関が充実していないから

医療体制が充実していないから

子どもの遊び場が少ないから

子育てサークルが充実していないから

自然環境が豊かでないから

買い物が便利でないから

治安が悪いから

地域でのつながりがないから

相談できる機関や場が少ないから

生活費（家賃など）が高いから

その他

不明/無効回答

問17-2「新潟市が子育てする場として魅力的だと思わない」理由

大学生等全体
(n=58)
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4.9%

5.3%

4.8%

6.0%

7.5%

5.1%

64.3%

65.2%

64.7%

18.9%

17.2%

19.5%

1.9%

1.8%

1.8%

0.8%

0.9%

0.7%

3.2%

2.2%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学生等全体

(N=529)

男性
(N=227)

女性
(N=272)

問18将来自分が持ちたい子どもの数(男女別)
0人 1人 2人 3人 4人 5人以上 不明/無効回答

46.5%

18.3%

6.8%

3.2%

7.6%

6.6%

9.8%

20.2%

6.0%

7.8%

5.1%

36.3%

15.9%

46.5%

12.1%

9.8%

1.9%

3.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

安定した雇用の確保

結婚に対する支援

妊娠・出産に関する情報提供

不妊治療などへの支援

乳幼児の保健指導や育児相談の充実

小児医療体制など子どもの健康支援

子どもが遊べる場所（屋内・屋外）の整備

保育所等の整備

放課後児童クラブ（学童保育）の整備

教育環境の整備

子育てに適した住宅の供給

子育てしやすい職場環境の整備

男性が子育てに積極的に関われる職場づくり

子育てに伴う経済的負担の軽減

子育てと仕事の両立意識の普及啓発

母子・父子に対する育児支援の充実

その他

不明/無効回答

問19子どもの数が増えるための支援・対策

大学生等全体

(n=529)
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エ 働きやすさについて 

・ 働く場として新潟市は魅力的かについては、「魅力的だと思う（11.0%）」「どちら

かといえば魅力的だと思う（31.9%）」をあわせると、約 4割（42.9%）が魅力的だ

と思っていることがわかる。 

・ 魅力的だと思う理由として、「実家に住める・近いから（46.3%）」、「職場と自宅の

距離が近いから（31.3%）」、「地域貢献に積極的な企業が多いから（26.0%）」が挙

げられる。 

・ 逆に、魅力的だと思わない理由として、「優良な大手企業が少ないから（53.8%）」、

「優良な中小企業が少ないから（37.5%）」、「採用に積極的な企業が少ないから

（31.7%）」が挙げられる。 

・ 行政が取り組むべき事業として、「企業誘致による雇用拡大（44.2%）」、「ブラック

企業などへの注意喚起（41.4%）」、「育児・介護休業制度の啓発（31.6%）」の順で

高い。（ただし、「育児・介護休業制度の啓発」は男女差が大きく、男性 21.1%に

対し、女性は 41.5%であった。） 

・ 企業が取り組むべき事業として、「給与・ボーナスを増やす（48.6％）」、「雇用機

会の拡充（37.8%）」、「残業や休日出勤をなくす・減らす（37.4％）」の順に高い。 

・ 男女差大きい項目としては、「出産後に復職しやすい職場環境づくり（男性：16.7%、

女性：41.9%）」、「育児・介護休業制度の導入・拡充（男性：28.6%、女性：45.2%）」

は男性に比べ、女性のポイントが高い。一方で、「給与・ボーナスを増やす（男性：

56.8%、女性：40.1%）」は女性に比べ、男性のポイントが高い。 

魅力的だと思う
11.0%

どちらかといえば魅力

的だと思う

31.9%

どちらかといえば魅力

的だと思わない
13.6%

魅力的ではない

6.0%

わからない
35.9%

不明/無効回答
1.5%

問20働く場として新潟市は魅力的だと思うか

対象：大学生等全体(n=529)
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8.8%

18.1%

24.2%

0.0%

12.3%

26.0%

31.3%

46.3%

4.0%

6.6%

2.2%

1.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

優良な大手企業が多いから

優良な中小企業が多いから

長く働ける企業が多いから

起業をしやすそうだから

採用に積極的な企業が多いから

地域貢献に積極的な企業が多いから

職場と自宅の距離が近いから

実家に住める・近いから

新潟市出身者のコネクションがあるから

特にない

その他

不明/無効回答

問20-1「新潟市が働く場として魅力的だと思う」理由

大学生等全体

(n=227)

53.8%

37.5%

20.2%

11.5%

31.7%

6.7%

19.2%

8.7%

5.8%

5.8%

14.4%

1.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

優良な大手企業が少ないから

優良な中小企業が少ないから

長く働ける企業が少ないから

起業をしにくそうだから

採用に積極的な企業が少ないから

地域貢献に積極的な企業が少ないから

職場と自宅の距離が遠いから

実家に住める・遠いから

新潟市出身者のコネクションがないから

特にない

その他

不明/無効回答

問20-2「新潟市が働く場として魅力的だと思わない」理由

大学生等全体
(n=104)
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44.2%

15.7%

7.9%

14.4%

21.2%

19.1%

17.4%

19.3%

41.4%

31.6%

5.1%

1.7%

2.8%

50.2%

18.9%

11.0%

15.9%

20.3%

17.2%

16.3%

18.1%

44.9%

21.1%

5.7%

2.2%

2.6%

39.3%

11.0%

5.5%

14.7%

21.7%

21.3%

19.5%

20.2%

38.6%

41.5%

4.8%

1.5%

2.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

企業誘致による雇用拡大

税制処置などの企業支援

産官学の連携によるビジネス機会

の拡大

企業情報の発信・PR 

就業に関する相談窓口の充実

インターンシップなどの充実

職業能力を高められる機会の拡充

資格取得に向けた支援（講座、費

用助成等）

ブラック企業などへの注意喚起

育児・介護休業制度の啓発

特にない

その他

不明/無効回答

問22働きやすさのために行政が取り組むべき事業(男女別)

大学生等全体
(N=529)

男性
(N=227)

女性
(N=272)

37.8%

34.0%

48.6%

14.9%

36.5%

37.4%

30.4%

5.3%

4.5%

11.3%

3.2%

0.8%

2.5%

45.4%

34.8%

56.8%

19.4%

28.6%

38.8%

16.7%

6.2%

3.1%

9.7%

5.3%

0.9%

1.8%

33.1%

33.1%

40.1%

11.8%

45.2%

35.3%

41.9%

5.1%

6.3%

12.5%

1.8%

0.4%

2.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

雇用機会の拡充

正規社員登録の増加

給与・ボーナスを増やす

家賃補助や社員寮などの福利厚生

の充実

育児・介護休業制度の導入・充実

残業や休日出勤をなくす・減らす

出産後に復職しやすい職場環境づ

くり

インターンシップ、OB 訪問などの充
実

企業情報の発信・PR

心身の健康管理支援

特にない

その他

不明/無効回答

問23働きやすさのために企業が取り組むべき事業(男女別)

大学生等全体
(N=529)

男性
(N=227)

女性
(N=272)
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オ 住みやすさについて 

・ 新潟市が住みやすいまちだと思うかについては、「住みやすい（40.8%）」「どちら

かといえば住みやすい（41.2%）」をあわせると、約8割（82.0%）が住みやすいと

思っていることがわかる。 

・ 住みやすい理由として、「食べ物がおいしい（60.1%）」、「治安が良い（37.1%）」、

「自然環境が豊かである（30.4%）」が挙げられる。 

・ 逆に住みにくい理由として、「交通の利便性が悪い（72.4%）」、「娯楽に関する施設

が整っていない（37.9%）」、「勤務地や学校から遠い（19.5%）」、「日常の買い物が

しにくい（19.5%）」が挙げられる。 

・ 新潟市の定住意向については、「住み続けたい（56.9%）」、「住み続けたくない

（6.4%）」、「どちらともいえない（34.6%）」となっている。 

・ 新潟市に住み続けるために必要なこととしては、「働く場の拡充（41.1%）」、「地域

内の公共交通の充実（31.2%）」、「趣味や余暇活動の充実（28.9%）」の順に高い。 

住みやすい
40.8%

どちらかといえば住み

やすい

41.2%

どちらかといえば住み

にくい

12.5%

住みにくい
4.0%

不明/無効回答
1.5%

問20新潟市が住みやすいまちだと思うか

対象：大学生等全体(n=529)
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9.4%

37.1%

30.4%

60.1%

3.2%

11.1%

12.0%

24.7%

6.7%

3.2%

0.0%

1.4%

0.5%

5.3%

7.4%

7.6%

24.0%

1.8%

3.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

自然災害（台風、地震など）が少ない

治安が良い（安全である）

自然環境が豊かである

食べ物がおいしい

住宅の規模や価格など住宅事情が良い

勤務地や学校に近い

交通の利便性が良い

日常の買い物がしやすい

暮らしに関する施設が整っている

娯楽に関する施設が整っている

子育て支援が充実している

教育環境が整っている

福祉環境が充実している

病院など医療施設が充実している

人情が厚い（地域の人間関係が良い）

親や子どもの家に近い

友人や知人がいる

その他

不明/無効回答

問25-1「新潟市が住みやすいとまちだと思う」理由

大学生等全体

(n=434)

5.7%

6.9%

13.8%

2.3%

4.6%

19.5%

72.4%

19.5%

4.6%

37.9%

9.2%

5.7%

2.3%

6.9%

4.6%

0.0%

4.6%

11.5%

2.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

自然災害（台風、地震など）が多い

治安が悪い（安全とはいえない）

自然環境が悪い

食べ物がおいしくない

住宅の規模や価格など住宅事情が悪い

勤務地や学校から遠い

交通の利便性が悪い

日常の買い物がしにくい

暮らしに関する施設が整っていない

娯楽に関する施設が整っていない

子育て支援が充実していない

教育環境が整っていない

福祉環境が充実していない

病院など医療施設が充実していない

人情が薄い（地域の人間関係が悪い）

親や子どもの家から遠い

友人や知人がいない

その他

不明/無効回答

問25-2「新潟市が住みにくいとまちだと思う」理由

大学生等全体

(n=87)
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56.9%

58.1%

58.5%

6.4%

4.4%

8.1%

34.6%

35.7%

31.6%

2.1%

1.8%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学生等全体
(N=529)

男性
(N=227)

女性
(N=272)

問26新潟市の定住意向(男女別)
住み続けたい 住み続けたくない どちらともいえない 不明/無効回答

7.0%

31.2%

24.8%

25.7%

21.7%

15.5%

7.4%

13.0%

28.9%

41.4%

6.4%

7.6%

6.2%

2.1%

2.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

住居についての十分な情報提供

地域内の公共交通の充実

周辺自治体や都市部への交通網の充実

買い物の利便性の向上

子育て支援の充実（保育園の整備や教育環境の向上等）

医療機関の充実（病院や診療所の整備等）

インターネット等の情報通信環境の充実

まちなみや景観の整備・保全

趣味や余暇活動の場の充実

働く場の充実

病院や買い物など、生活に関わる相談窓口の拡充・増設

地域に馴染むための仕組みづくり

特にない

その他

不明/無効回答

問27新潟市に住み続けるために必要なこと

大学生等全体
(n=529)
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(3) 在住者・転入者調査 

ア 転入について 

・ 転入にきっかけは、「就職・転勤（44.7%）」、「結婚（26.2%）」、「進学（11.8%）」の

順に高い。 

・ 転入先として新潟市を選んだ理由は、「仕事（34.0%）」、「交通の利便性（10.4%）」、

「買い物の利便性（3.5%）」の順で高い。 

・ 今後の居住予定地をみると、「新潟市内（65.3%）」、「首都圏（6.0%）」、「新潟市以

外の新潟市内（5.3%）」となっている。 

・ 将来の新潟市への U ターン意向では、「思う」「どちらかといえば思う」を合わせ

ると 14.7％が Uターン意向を示している。 

・ 新潟市へいずれは戻りたい理由は、「食べ物や水、空気がおいしいから（42.9%）」、

「家族・親戚・知人など親しい人がいるから（42.9%）」、「生活コストが安いから

（35.7%）」、「人が多すぎないから（35.7%）」の順で高い。 

11.8%

44.7%

7.6%

26.2%

2.1%

2.5%

0.7%

2.1%

0.2%

10.2%

1.9%

3.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

進学

就職・転勤

転職

結婚

妊娠・出産

子育て

子どもや孫との同居・近居

親族の介護

定年退職・早期退職

その他

特にきっかけはない

不明/無効回答

問10転入のきっかけ

転入者全体

(n=432)
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生活コスト（物価、光熱

費、住居費など）
2.3% 買い物の利便性

3.5%

交通の利便性

10.4%

仕事

34.0%

医療、福祉施設の充実

0.2%人間関係
2.8%

新潟市の移住への支援

0.2%
子育てのしやすさ

0.9%

教育

1.6%

レジャー・娯楽

0.7%

その他

17.4%

特にない
18.8%

不明/無効
回答

7.2%

問11転入先として新潟市を選んだ理由（重視した条件）

対象：転出者全体(n=432)

65.3%

59.0%

69.8%

5.3%

4.3%

6.2%

6.0%

10.6%

2.5%

10.6%

11.7%

9.9%

12.7%

14.4%

11.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

転入者全体
(n=432)

男性
(n=188)

女性
(n=242)

問14今後の居住予定地(男女別)
新潟市内 新潟市以外の新潟県内 首都圏（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県） その他 不明/無効回答
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2.1%

2.0%

2.2%

12.6%

14.0%

11.1%

14.7%

14.0%

15.6%

28.4%

34.0%

22.2%

17.9%

10.0%

26.7%

24.2%

26.0%

22.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

転入者全体
(n=95)

男性
(n=50)

女性
(n=45)

問14-2将来の新潟市へのUターン意向(男女別)
思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない 思わない わからない 不明/無効回答

0.0%
28.6%

42.9%
42.9%

21.4%
14.3%

35.7%
28.6%

7.1%
7.1%

35.7%
0.0%

28.6%
28.6%

21.4%
14.3%

0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%

7.1%
0.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

出身地であるから

のんびりとした生活を送れるから

食べ物や水、空気がおいしいから

家族・親戚・知人など親しい人がいるから

自分に合った生活スタイルを送れるから

健康的な生活が送れるから

生活コストが安いから

趣味を楽しめるから

気候が暮らしやすいから

家を購入しやすいから

人が多すぎないから

都会には一生住みたいと思わないから

将来、自分の子どもを自然の多い環境で育てたいから

子育てがしやすい環境だから

仕事と生活のどちらも充実させられるから

地域住民の人柄が良いから

農業をはじめたいから

やりたい仕事があるから

医療、福祉施設が充実しているから

自分に合った仕事が得られるから

家業を継ぐため

特に理由はない

その他

不明/無効回答

問14-3 新潟市へいずれは戻りたいという理由

転入者全体

(n=14)
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21.4%

37.5%

7.1%

12.5%

57.1%

37.5%

83.3%

14.3%

12.5%

16.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

転入者全体

(n=14)

男性
(n=8)

女性
(n=6)

問14-4新潟市に戻る時期(男女別)
就職するとき 子どもが独立したとき わからない その他
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イ 結婚のしやすさについて 

・ 独身者の婚姻意向については、「いずれは結婚したい（42.6%）」、「結婚するつもり

はない（19.0%）」、「2～3年以内に結婚したい（14.0％）」、「1年以内に結婚したい

（7.6%）」の順で高い 

・ 男女別にみると、「いずれは結婚したい」については男性が49.7%であるのに対し、

女性は 37.0%と差があることがわかる。 

・ 結婚支援のために行政が取り組むべきことについては、「安定した雇用の確保

（74.7%）」、「結婚祝い金などの経済的支援（43.0%）」の項目が男女ともに高い。 

・ 一方で、企業が取り組むべきことについては、男性は「給与・ボーナスを増やす

（54.7％）」、「育児休業制度の導入・拡充（33.4％）」、「出産後に復帰しやすい職

場環境づくり（31.7％）」の順に高い。女性は「出産後に復帰しやすい職場環境づ

くり（48.1％）」、「給与・ボーナスを増やす（42.3％）」、「育児休業制度の導入・

拡充（36.9％）」、の順に高い。 

7.6%

5.9%

9.0%

14.0%

13.1%

14.8%

42.6%

49.7%

37.0%

19.0%

16.3%

20.6%

16.9%

15.0%

18.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

独身者全体
(N=343)

男性
(N=153)

女性
(N=189)

問16-1独身者の婚姻意向(男女別)
1年以内に結婚したい 2～3年以内に結婚したい いずれは結婚したい 結婚するつもりはない 不明/無効回答
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74.7%

43.0%

28.9%

4.1%

8.4%

8.4%

5.3%

7.6%

6.0%

7.3%

71.4%

46.6%

27.1%

5.2%

10.4%

9.2%

5.8%

7.5%

7.3%

6.3%

77.4%

40.8%

30.5%

3.4%

7.0%

7.9%

4.9%

7.8%

5.2%

7.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

安定した雇用の確保

結婚祝金などの経済的支援

婚活イベントなどによる出会い

の場の提供

交際術やマナーなどを学ぶ講座

結婚相談窓口（仲立ち）

結婚を奨励するようなＰＲ

若い世代（学生）への結婚に関

する講習会

特にない

その他

不明/無効回答

問17結婚支援のために行政が取り組むべきこと(男女別)

在住者全体
(N=1144)

男性
(N=479)

女性
(N=655)

29.0%

34.3%

47.5%

21.2%

11.2%

26.2%

41.2%

33.7%

2.3%

3.7%

3.1%

1.0%

8.0%

29.0%

33.4%

54.9%

21.3%

13.6%

27.1%

31.7%

29.6%

2.9%

4.0%

3.5%

1.0%

6.7%

29.0%

35.3%

42.3%

21.1%

9.5%

25.8%

48.1%

36.9%

1.8%

3.5%

2.6%

1.1%

8.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

雇用機会の拡充

正規社員登録の増加

給与・ボーナスを増やす

家賃補助や社員寮などの福利厚生

の充実

結婚祝金などの経済的支援

残業や休日出勤をなくす・減らす

出産後に復職しやすい職場環境づ

くり

育児休業制度の導入・充実

結婚を奨励するようなＰＲ

社内の男女間でコミュニケーション

が活発になるようにする

特にない

その他

不明/無効回答

問18結婚支援のために企業が取り組むべきこと(男女別)

在住者全体
(N=1144)

男性
(N=479)

女性
(N=655)
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ウ 子育てのしやすさについて 

・ 子育てする場として新潟市は魅力的かについては、「魅力的だと思う（7.3%）」「ど

ちらかといえば魅力的だと思う（35.3%）」をあわせると、約 4 割（42.6％）が魅

力的だと思っていることがわかる。 

・ 魅力的だと思う理由として、「自然環境が豊かだから（50.0%）」、「治安が良いから

（35.2%）」、「買い物が便利だから（33.2%）」が挙げられる。 

・ 逆に、魅力的だと思わない理由として、「子どもの遊び場が少ないから（46.7%）」、

「保育所などが充実していないから（32.7%）」、「医療体制が充実していないから

（30.8%）」が挙げられる。 

・ 現在の子どもの数については、「0人（32.9%）」、「2人（30.0%）」、「1人（22.4%）」、

「3人（8.7%）」の順となっている。 

・ 今後の子どもの予定数については、「0人（54.2%）」、「2人（20.7%）」、「1人（12.0%）」、

「3人（4.5%）」の順となっている。 

・ 理想的な子どもの数については、「2人（48.1%）」、「3人（39.2%）」、「1人（3.8%）」、

「0人（2.3%）」の順となっている。 

・ 子どもの数が増えるための支援・対策については、「子育てに伴う経済的負担の軽

減（52.8%）」、「安定した雇用の確保（50.4%）」、「子育てしやすい職場環境の整備

（36.0%）」の順で高い。 

魅力的だと思う

7.3%

どちらかといえば魅力

的だと思う
35.3%

どちらかといえば魅力

的だと思わない

17.5%

魅力的ではない

10.1%

わからない

29.3%

不明/無効回答
0.5%

問19子育てする場として新潟市は魅力的か

対象：在住者全体(n=1144)
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30.9%

13.9%

23.4%

26.8%

5.9%

50.0%

33.2%

35.2%

9.4%

5.1%

8.2%

2.5%

1.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

保育所などが充実しているから

教育機関が充実しているから

医療体制が充実しているから

子どもの遊び場が多いから

子育てサークルが充実しているから

自然環境が豊かだから

買い物が便利だから

治安が良いから

地域でのつながりがあるから

相談できる機関や場が多いから

生活費（家賃など）が安いから

その他

不明/無効回答

問17-1「新潟市が子育てする場として魅力的だと思う」理由

在住者全体
(n=488)

32.7%

25.4%

30.8%

46.7%

4.8%

7.0%

14.0%

3.5%

12.1%

12.4%

24.8%

19.7%

3.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

保育所などが充実していないから

教育機関が充実していないから

医療体制が充実していないから

子どもの遊び場が少ないから

子育てサークルが充実していないから

自然環境が豊かでないから

買い物が便利でないから

治安が悪いから

地域でのつながりがないから

相談できる機関や場が少ないから

生活費（家賃など）が高いから

その他

不明/無効回答

問19-2「新潟市が子育てする場として魅力的だと思わない」理由

在住者全体
(n=315)
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32.9%

36.3%

30.4%

22.4%

20.0%

24.3%

30.0%

29.0%

30.5%

8.7%

8.6%

8.7%

1.0%

1.0%

1.1%

0.2%

0.3%

4.9%

5.0%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

在住者全体
(N=1144)

男性
(N=479)

女性
(N=655)

問20A現在の子どもの数(男女別)
0人 1人 2人 3人 4人 5人以上 不明/無効回答

54.2%

53.0%

55.3%

12.0%

14.0%

10.5%

20.7%

21.7%

19.7%

4.5%

3.5%

5.2%

0.4%

0.4%

0.5%

0.3%

0.5%

8.0%

7.3%

8.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

在住者全体
(N=1144)

男性
(N=479)

女性
(N=655)

問20B今後の子どもの予定数(男女別)
0人 1人 2人 3人 4人 5人以上 不明/無効回答
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2.3%

2.9%

1.8%

3.8%

4.2%

3.5%

48.1%

53.2%

44.6%

39.2%

34.0%

42.7%

1.9%

1.5%

2.3%

1.5%

1.7%

1.4%

3.2%

2.5%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

在住者全体
(N=1144)

男性
(N=479)

女性
(N=655)

問20C理想的なの子どもの数(男女別)
0人 1人 2人 3人 4人 5人以上 不明/無効回答

50.4%

9.4%

4.1%

19.0%

3.2%

10.8%

9.4%

19.2%

9.4%

4.1%

5.9%

36.0%

13.6%

52.8%

12.3%

8.7%

4.7%

2.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

安定した雇用の確保

結婚に対する支援

妊娠・出産に関する情報提供

不妊治療などへの支援

乳幼児の保健指導や育児相談の充実

小児医療体制など子どもの健康支援

子どもが遊べる場所（屋内・屋外）の整備

保育所等の整備

放課後児童クラブ（学童保育）の整備

教育環境の整備

子育てに適した住宅の供給

子育てしやすい職場環境の整備

男性が子育てに積極的に関われる職場づくり

子育てに伴う経済的負担の軽減

子育てと仕事の両立意識の普及啓発

母子・父子に対する育児支援の充実

その他

不明/無効回答

問21子どもの数が増えるための支援・対策

在住者全体

(n=1144)
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エ 働きやすさについて 

・ 働く場として新潟市は魅力的かについては、「魅力的だと思う（6.7%）」「どちらか

といえば魅力的だと思う（35.2%）」をあわせると、約 4割（41.9%）が魅力的だと

思っていることがわかる。 

・ 魅力的だと思う理由として、「職場と自宅の距離が近いから（59.2%）」、「実家に住

める・近いから（37.1%）」、「長く働ける企業が多いから（28.3%）」が挙げられる。 

・ 逆に、魅力的だと思わない理由として、「優良な大手企業が少ないから（48.5%）」、

「優良な中小企業が少ないから（38.9%）」、「採用に積極的な企業が少ないから

（31.7%）」が挙げられる。 

・ 行政が取り組むべき事業として、「企業誘致による雇用拡大（48.9%）」、「育児・介

護休業制度の啓発（41.3%）」、「ブラック企業などへの注意喚起（33.6%）」の順で

高い。（ただし、「育児・介護休業制度の啓発」は男女差が大きく、男性 30.7%に

対し、女性は 49.2%であった。） 

・ 企業が取り組むべき事業として、「給与・ボーナスを増やす（61.5％）」、「正規社

員登録の増加（38.9%）」、「雇用機会の拡充（35.8%）」の順に高い。 

・ なお、「出産後に復職しやすい職場環境づくり（男性：20.3%、女性：38.6%）」、「育

児・介護休業制度の導入・拡充（男性：21.3%、女性：38.5%）」については、男性

に比べ、女性のポイントが高い。 

魅力的だと思う

6.7%

どちらかといえば魅力

的だと思う

35.2%

どちらかといえば魅力

的だと思わない
18.9%

魅力的ではない
10.3%

わからない
28.2%

不明/無効回答
0.6%

問22働く場として新潟市は魅力的だと思うか

対象：在住者全体(n=1144)



42 

9.6%

22.1%

28.3%

4.0%

4.6%

10.6%

59.2%

37.1%

4.2%

7.5%

4.8%

0.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

優良な大手企業が多いから

優良な中小企業が多いから

長く働ける企業が多いから

起業をしやすそうだから

採用に積極的な企業が多いから

地域貢献に積極的な企業が多いから

職場と自宅の距離が近いから

実家に住める・近いから

新潟市出身者のコネクションがあるから

特にない

その他

不明/無効回答

問22-1「新潟市が働く場として魅力的だと思う」理由

在住者全体

(n=480)

48.5%

38.9%

24.0%

17.4%

31.7%

15.0%

20.7%

3.9%

2.7%

2.4%

22.8%

1.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

優良な大手企業が少ないから

優良な中小企業が少ないから

長く働ける企業が少ないから

起業をしにくそうだから

採用に積極的な企業が少ないから

地域貢献に積極的な企業が少ないから

職場と自宅の距離が遠いから

実家に住める・遠いから

新潟市出身者のコネクションがないから

特にない

その他

不明/無効回答

問22-2「新潟市が働く場として魅力的だと思わない」理由

在住者全体
(n=334)
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48.9%

26.1%

11.7%

9.0%

17.5%

6.8%

18.6%

25.6%

33.6%

41.3%

2.4%

2.4%

1.8%

52.6%

35.5%

15.7%

10.4%

14.8%

6.7%

18.2%

25.1%

34.2%

30.7%

2.3%

3.3%

1.7%

46.1%

19.1%

8.5%

8.1%

19.5%

7.0%

19.1%

26.1%

33.1%

49.2%

2.4%

1.8%

1.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

企業誘致による雇用拡大

税制処置などの企業支援

産官学の連携によるビジネス機会

の拡大

企業情報の発信・PR 

就業に関する相談窓口の充実

インターンシップなどの充実

職業能力を高められる機会の拡充

資格取得に向けた支援（講座、費

用助成等）

ブラック企業などへの注意喚起

育児・介護休業制度の啓発

特にない

その他

不明/無効回答

問24働きやすさのために行政が取り組むべき事業(男女別)

在住者全体
(n=1144)

男性
(n=479)

女性
(n=655)

35.8%

38.9%

61.5%

21.5%

31.4%

33.3%

30.8%

1.5%

2.3%

12.2%

1.1%

1.7%

1.5%

38.6%

39.9%

68.1%

23.4%

21.3%

33.2%

20.3%

2.1%

2.7%

14.8%

1.0%

2.3%

1.3%

34.0%

38.3%

56.8%

20.0%

38.5%

33.4%

38.6%

1.1%

2.0%

10.2%

1.2%

1.2%

1.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

雇用機会の拡充

正規社員登録の増加

給与・ボーナスを増やす

家賃補助や社員寮などの福利厚生の充実

育児・介護休業制度の導入・充実

残業や休日出勤をなくす・減らす

出産後に復職しやすい職場環境づくり

インターンシップ、OB 訪問などの充実

企業情報の発信・PR

心身の健康管理支援

特にない

その他

不明/無効回答

問23働きやすさのために企業が取り組むべき事業(男女別)

在住者全体
(n=1144)

男性
(n=479)

女性
(n=655)
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オ 住みやすさについて 

・ 新潟市が住みやすいまちだと思うかについては、「住みやすい（29.3%）」「どちら

かといえば住みやすい（57.5%）」をあわせると、9割弱（86.8%）が住みやすいと

思っていることがわかる。 

・ 住みやすい理由として、「食べ物がおいしい（51.3%）」、「治安が良い（31.4%）」、

「日常の買い物がしやすい（30.3%）」が挙げられる。 

・ 逆に住みにくい理由として、「交通の利便性が悪い（63.6%）」、「娯楽に関する施設

が整っていない（31.5%）」、「子育て支援が充実していない（21.7%）」が挙げられ

る。 

・ 新潟市の定住意向については、「住み続けたい（68.1%）」、「住み続けたくない

（5.8%）」、「どちらともいえない（25.2%）」となっている。 

・ 新潟市に住み続けるために必要なこととしては、「働く場の拡充（41.1%）」、「子育

て支援の充実（35.5%）」、「地域内の公共交通の充実（34.5%）」の順に高い。 

住みやすい

29.3%

どちらかといえば住み

やすい
57.5%

どちらかといえば住み

にくい

9.7%

住みにくい
2.8%

不明/無効回答
0.7%

問26新潟市が住みやすいまちだと思うか
対象：在住者等全体

(n=1144)
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17.3%

31.4%

26.5%

51.3%

3.4%

23.0%

12.6%

30.3%

8.0%

2.4%

1.0%

2.0%

0.3%

9.0%

4.8%

21.5%

18.7%

1.8%

1.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

自然災害（台風、地震など）が少ない

治安が良い（安全である）

自然環境が豊かである

食べ物がおいしい

住宅の規模や価格など住宅事情が良い

勤務地や学校に近い

交通の利便性が良い

日常の買い物がしやすい

暮らしに関する施設が整っている

娯楽に関する施設が整っている

子育て支援が充実している

教育環境が整っている

福祉環境が充実している

病院など医療施設が充実している

人情が厚い（地域の人間関係が良い）

親や子どもの家に近い

友人や知人がいる

その他

不明/無効回答

問26-1「新潟市が住みやすいとまちだと思う」理由

在住者全体

(n=993)

11.9%

7.7%

13.3%

0.7%

11.9%

12.6%

63.6%

18.9%

5.6%

31.5%

21.7%

10.5%

6.3%

7.7%

9.8%

1.4%

5.6%

16.8%

3.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

自然災害（台風、地震など）が多い

治安が悪い（安全とはいえない）

自然環境が悪い

食べ物がおいしくない

住宅の規模や価格など住宅事情が悪い

勤務地や学校から遠い

交通の利便性が悪い

日常の買い物がしにくい

暮らしに関する施設が整っていない

娯楽に関する施設が整っていない

子育て支援が充実していない

教育環境が整っていない

福祉環境が充実していない

病院など医療施設が充実していない

人情が薄い（地域の人間関係が悪い）

親や子どもの家から遠い

友人や知人がいない

その他

不明/無効回答

問26-2「新潟市が住みにくいとまちだと思う」理由

在住者全体

(n=143)
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68.1%

68.5%

67.8%

5.8%

7.5%

4.4%

25.2%

23.2%

26.9%

1.0%

0.8%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

在住者全体
(n=1144)

男性
(n=479)

女性
(n=655)

問27新潟市の定住意向(男女別)
住み続けたい 住み続けたくない どちらともいえない 不明/無効回答

6.9%

34.5%

24.2%

24.4%

35.5%

27.4%

2.5%

16.1%

19.8%

41.1%

6.8%

4.7%

3.8%

5.6%

1.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

住居についての十分な情報提供

地域内の公共交通の充実

周辺自治体や都市部への交通網の充実

買い物の利便性の向上

子育て支援の充実（保育園の整備や教育環境の向上等）

医療機関の充実（病院や診療所の整備等）

インターネット等の情報通信環境の充実

まちなみや景観の整備・保全

趣味や余暇活動の場の充実

働く場の充実

病院や買い物など、生活に関わる相談窓口の拡充・増設

地域に馴染むための仕組みづくり

特にない

その他

不明/無効回答

問28新潟市に住み続けるために必要なこと

在住者全体
(n=1144)
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(4) 転出者調査 

ア 転出について 

・ 転出にきっかけは、「就職・転勤（42.6%）」、「進学（34.1%）」、「結婚（7.1%）」の

順に高い。 

・ 転居先を選んだ理由は、「交通の利便性（28.7%）」、「仕事（25.7%）」、「生活コスト

（7.8%）」の順で高い。 

・ 将来の新潟市への UJI ターン意向では、「思う」「どちらかといえば思う」を合わ

せると 32.4％が UJIターン意向を示している。 

・ 新潟市へいずれは戻りたい理由は、「食べ物や水、空気がおいしいから（72.9%）」、

「出身地であるから（68.8%）」、「家族・親戚・知人など親しい人がいるから（61.5%）」、

「のんびりとした生活を送れるから（52.1%）」の順で高い。 

・ 新潟市に戻る時期については、「わからない（40.6%）」、「定年退職したとき（14.6%）」

「就職・転職するとき（13.5%）」の順で高い。 

・ なお、「定年退職したとき（男性：24.3%、女性：8.5%）」、「就職・転職するとき（男

性：18.9%、女性：10.2%）」については、女性に比べ、男性のポイントが高い。 

34.1%

42.6%

5.4%

7.1%

0.0%

0.0%

0.3%

0.3%

0.0%

12.5%

1.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

進学

就職・転勤

転職

結婚

妊娠・出産

子育て

子どもや孫との同居・近居

親族の介護

定年退職・早期退職

その他

特にきっかけはない

問9転居のきっかけ

転出者全体

(n=296)
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生活コスト（物価、光熱

費、住居費など）
7.8%

買い物の利便性

3.7%

交通の利便性
28.7%

仕事
25.7%

医療、福祉施設の充実

0.7%

災害対策（治安含む）
0.3%

人間関係

2.7%

新潟市の移住への支援

0.0%

子育てのしやすさ
3.7%

教育

0.7%

レジャー・娯楽

0.3%

その他

10.1%

特にない
15.5%

問10転居先を選んだ理由（重視した条件）

対象：転出者全体(n=296)

10.8%

9.8%

11.5%

21.6%

20.5%

22.4%

16.6%

12.3%

19.5%

34.1%

36.9%

32.2%

16.9%

20.5%

14.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

転出者全体
(n=296)

男性
(n=122)

女性
(n=174)

問11将来の新潟市へのUJIターン意向(男女別)
思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない 思わない わからない
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68.8%
52.1%

72.9%
61.5%

22.9%
27.1%

21.9%
9.4%
9.4%

7.3%
33.3%

28.1%
16.7%

11.5%
6.3%

20.8%
3.1%

2.1%
1.0%
1.0%

0.0%
0.0%

3.1%
0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

出身地であるから

のんびりとした生活を送れるから

食べ物や水、空気がおいしいから

家族・親戚・知人など親しい人がいるから

自分に合った生活スタイルを送れるから

健康的な生活が送れるから

生活コストが安いから

趣味を楽しめるから

気候が暮らしやすいから

家を購入しやすいから

人が多すぎないから

都会には一生住みたいと思わないから

将来、自分の子どもを自然の多い環境で育てたいから

子育てがしやすい環境だから

仕事と生活のどちらも充実させられるから

地域住民の人柄が良いから

農業をはじめたいから

やりたい仕事があるから

医療、福祉施設が充実しているから

自分に合った仕事が得られるから

家業を継ぐため

特に理由はない

その他

不明/無効回答

問11-1 新潟市へいずれは戻りたいという理由

転出者全体

(n=96)

13.5%

18.9%

10.2%

3.1%

5.1%

6.3%

2.7%

8.5%

8.3%

8.1%

8.5%

8.3%

2.7%

11.9%

14.6%

24.3%

8.5%

40.6%

35.1%

44.1%

5.2%

8.1%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

転出者全体

(n=96)

男性
(n=37)

女性
(n=59)

問11-2新潟市に戻る時期(男女別)
就職・転職するとき 結婚するとき 子どもができた、増えたとき 子どもが独立したとき

親の介護をするとき 定年退職したとき わからない その他



50 

イ 結婚のしやすさについて 

・ 独身者の婚姻意向については、「いずれは結婚したい（47.0%）」、「結婚するつもり

はない（30.4%）」、「2～3年以内に結婚したい（18.3％）」、「1年以内に結婚したい

（4.3%）」の順で高い。 

・ 男女別にみると、「2～3 年以内に結婚したい」については、男性が 5.7%であるの

に対し、女性は 29.0%と高いことがわかる。 

・ 結婚支援のために行政が取り組むべきことについては、「安定した雇用の確保

（83.1%）」、「結婚祝い金などの経済的支援（37.2%）」、「婚活イベントなどによる

出会いの場の提供（24.3%）」の順に高い。 

・ 一方で、企業が取り組むべきことについては、「雇用機会の拡充（52.4%）」、「給与・

ボーナスを増やす（51.4％）」、「正規社員登録の増加（41.6%）」の順に高い。 

4.3%

7.5%

1.6%

18.3%

5.7%

29.0%

47.0%

49.1%

45.2%

30.4%

37.7%

24.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

独身者全体
(N=115)

男性
(N=53)

女性
(N=62)

問14-1独身者の婚姻意向(男女別)
１年以内に結婚したい ２～３年以内に結婚したい いずれは結婚したい 結婚するつもりはない
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83.1%

37.2%

24.3%

1.4%

6.4%

10.5%

6.8%

11.8%

3.4%

0.0%

77.0%

34.4%

19.7%

3.3%

6.6%

10.7%

5.7%

18.0%

3.3%

0.0%

87.4%

39.1%

27.6%

0.0%

6.3%

10.3%

7.5%

7.5%

3.4%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

安定した雇用の確保

結婚祝金などの経済的支援

婚活イベントなどによる出会いの場の提供

交際術やマナーなどを学ぶ講座

結婚相談窓口（仲立ち）

結婚を奨励するようなＰＲ

若い世代（学生）への結婚に関する講習会

特にない

その他

不明/無効回答

問15結婚支援のために行政が取り組むべきこと(男女別)

転出者全体
(N=296)

男性
(N=122)

女性
(N=174)

52.4%

41.6%

51.4%

32.4%

6.1%

18.2%

31.8%

19.3%

2.0%

1.4%

7.1%

1.0%

0.0%

56.6%

40.2%

49.2%

28.7%

3.3%

13.9%

20.5%

13.1%

2.5%

2.5%

13.9%

0.8%

0.0%

49.4%

42.5%

52.9%

35.1%

8.0%

21.3%

39.7%

23.6%

1.7%

0.6%

2.3%

1.1%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

雇用機会の拡充

正規社員登録の増加

給与・ボーナスを増やす

家賃補助や社員寮などの福利厚生

の充実

結婚祝金などの経済的支援

残業や休日出勤をなくす・減らす

出産後に復職しやすい職場環境づ

くり

育児休業制度の導入・充実

結婚を奨励するようなＰＲ

社内の男女間でコミュニケーション

が活発になるようにする

特にない

その他

不明/無効回答

問16結婚支援のために企業が取り組むべきこと(男女別)

転出者全体
(N=296)

男性
(N=122)

女性
(N=174)
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ウ 子育てのしやすさについて 

・ 子育てする場として新潟市は魅力的かについては、「魅力的だと思う（12.5%）」「ど

ちらかといえば魅力的だと思う（36.5%）」をあわせると、約半数（49.0％）が魅

力的だと思っていることがわかる。 

・ 魅力的だと思う理由として、「自然環境が豊かだから（71.7%）」、「治安が良いから

（49.0%）」、「子どもの遊び場が多いから（21.4%）」が挙げられる。 

・ 逆に、魅力的だと思わない理由として、「教育機関が充実していないから（42.1%）」、

「買い物が便利でないから（31.6%）」「子どもの遊び場が少ないから（19.3%）」、

が挙げられる。 

・ 理想的な子どもの数については、「2人（52.4%）」、「3人（23.3%）」、「0人（15.9%）」、

「1人（7.1%）」、の順となっている。 

・ 子どもの数が増えるための支援・対策については、「安定した雇用の確保（65.9%）」、

「子育てしやすい職場環境の整備（32.4%）」「子育てに伴う経済的負担の軽減

（32.1%）」、の順で高い. 

魅力的だと思う

12.5%

どちらかといえば魅力

的だと思う

36.5%

どちらかといえば魅力

的だと思わない

12.8%

魅力的ではない
6.4%

わからない

31.8%

問17子育てする場として新潟市は魅力的か

対象：転出者全体(n=296)
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15.9%

10.3%

9.0%

21.4%

2.8%

71.7%

13.1%

49.0%

16.6%

2.1%

19.3%

1.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

保育所などが充実しているから

教育機関が充実しているから

医療体制が充実しているから

子どもの遊び場が多いから

子育てサークルが充実しているから

自然環境が豊かだから

買い物が便利だから

治安が良いから

地域でのつながりがあるから

相談できる機関や場が多いから

生活費（家賃など）が安いから

その他

問17-1「新潟市が子育てする場として魅力的だと思う」理由

転出者全体
(n=145)
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14.0%

42.1%

14.0%

19.3%

3.5%

7.0%

31.6%

1.8%

10.5%

8.8%

8.8%

26.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

保育所などが充実していないから

教育機関が充実していないから

医療体制が充実していないから

子どもの遊び場が少ないから

子育てサークルが充実していないから

自然環境が豊かでないから

買い物が便利でないから

治安が悪いから

地域でのつながりがないから

相談できる機関や場が少ないから

生活費（家賃など）が高いから

その他

問17-2「新潟市が子育てする場として魅力的だと思わない」理由

転出者全体
(n=57)

15.9%

18.9%

13.8%

7.1%

6.6%

7.5%

52.4%

51.6%

52.9%

23.3%

22.1%

24.1%

1.0%

0.0%

1.7%

0.3%

0.8%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

転出者全体
(n=296)

男性
(n=122)

女性
(n=174)

問18理想的なの子どもの数(男女別)
０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人以上
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65.9%

11.5%

12.5%

15.5%

5.1%

9.1%

10.1%

30.7%

6.1%

4.7%

7.4%

32.4%

10.5%

32.1%

6.1%

5.1%

4.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

安定した雇用の確保

結婚に対する支援

妊娠・出産に関する情報提供

不妊治療などへの支援

乳幼児の保健指導や育児相談の充実

小児医療体制など子どもの健康支援

子どもが遊べる場所（屋内・屋外）の整備

保育所等の整備

放課後児童クラブ（学童保育）の整備

教育環境の整備

子育てに適した住宅の供給

子育てしやすい職場環境の整備

男性が子育てに積極的に関われる職場づくり

子育てに伴う経済的負担の軽減

子育てと仕事の両立意識の普及啓発

母子・父子に対する育児支援の充実

その他

問19子どもの数が増えるための支援・対策

転出者全体

(n=296)
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エ 働きやすさについて 

・ 働く場として新潟市は魅力的かについては、「魅力的だと思う（5.7%）」「どちらか

といえば魅力的だと思う（24.3%）」をあわせると、3割（30.0%）が魅力的だと思

っていることがわかる。 

・ 魅力的だと思う理由として、「職場と自宅の距離が近いから（36.5%）」、「長く働け

る企業が多いから（31.5%）」、「実家に住める・近いから（30.3%）」が挙げられる。 

・ 逆に、魅力的だと思わない理由として、「優良な大手企業が少ないから（55.0%）」、

「採用に積極的な企業が少ないから（23.3%）」、「優良な中小企業が少ないから

（20.8%）」が挙げられる。 

・ 行政が取り組むべき事業として、「企業誘致による雇用拡大（59.1%）」、「育児・介

護休業制度の啓発（34.5%）」、「ブラック企業などへの注意喚起（24.3%）」の順で

高い。（ただし、「育児・介護休業制度の啓発」は男女差が大きく、男性 21.3%に

対し、女性は 43.7%であった。） 

・ 企業が取り組むべき事業として、「雇用機会の拡充（56.8%）」、「給与・ボーナスを

増やす（53.7％）」、「正規社員登録の増加（42.9%）」、の順に高い。 

・ なお、「育児・介護休業制度の導入・拡充（男性：12.3%、女性：37.4%）」、「残業

や休日出勤をなくす・減らす（男性：17.2%、女性：28.2%）」、「出産後に復職しや

すい職場環境づくり（男性：18.9%、女性：29.9%）」については、男性に比べ、女

性のポイントが高い。 

魅力的だと思う

5.7%

どちらかといえば魅力

的だと思う

24.3%

どちらかといえば魅力

的だと思わない

28.0%

魅力的ではない
12.5%

わからない
29.4%

問20働く場として新潟市は魅力的だと思うか

対象：転出者全体(n=296)
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14.6%

22.5%

31.5%

3.4%

4.5%

23.6%

36.0%

30.3%

10.1%

5.6%

3.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

優良な大手企業が多いから

優良な中小企業が多いから

長く働ける企業が多いから

起業をしやすそうだから

採用に積極的な企業が多いから

地域貢献に積極的な企業が多いから

職場と自宅の距離が近いから

実家に住める・近いから

新潟市出身者のコネクションがあるから

特にない

その他

問20-1「新潟市が働く場として魅力的だと思う」理由

対象：転出者全体(n=89)

55.0%

20.8%

15.8%

14.2%

23.3%

0.8%

14.2%

4.2%

9.2%

7.5%

11.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

優良な大手企業が少ないから

優良な中小企業が少ないから

長く働ける企業が少ないから

起業をしにくそうだから

採用に積極的な企業が少ないから

地域貢献に積極的な企業が少ないから

職場と自宅の距離が遠いから

実家に住める・遠いから

新潟市出身者のコネクションがないから

特にない

その他

問20-2「新潟市が働く場として魅力的だと思わない」理由

転出者全体
(n=120)



58 

59.1%

24.0%

11.1%

14.2%

16.2%

13.5%

15.2%

13.2%

24.3%

34.5%

7.1%

1.0%

63.1%

35.2%

16.4%

13.9%

13.9%

7.4%

10.7%

9.8%

23.0%

21.3%

13.1%

0.8%

56.3%

16.1%

7.5%

14.4%

17.8%

17.8%

18.4%

15.5%

25.3%

43.7%

2.9%

1.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

企業誘致による雇用拡大

税制処置などの企業支援

産官学の連携によるビジネス機会の拡大

企業情報の発信・PR 

就業に関する相談窓口の充実

インターンシップなどの充実

職業能力を高められる機会の拡充

資格取得に向けた支援（講座、費用助成等）

ブラック企業などへの注意喚起

育児・介護休業制度の啓発

特にない

その他

問22働きやすさのために行政が取り組むべき事業(男女別)

転出者等全体
(n=296)

男性
(n=122)

女性
(n=174)

56.8%

42.9%

53.7%

28.4%

27.0%

23.6%

25.3%

3.0%

3.7%

2.7%

2.7%

1.0%

63.1%

45.1%

57.4%

28.7%

12.3%

17.2%

18.9%

2.5%

4.1%

2.5%

6.6%

0.8%

52.3%

41.4%

51.1%

28.2%

37.4%

28.2%

29.9%

3.4%

3.4%

2.9%

0.0%

1.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

雇用機会の拡充

正規社員登録の増加

給与・ボーナスを増やす

家賃補助や社員寮などの福利厚生

の充実

育児・介護休業制度の導入・充実

残業や休日出勤をなくす・減らす

出産後に復職しやすい職場環境づ

くり

インターンシップ、OB 訪問などの充
実

企業情報の発信・PR

心身の健康管理支援

特にない

その他

問23働きやすさのために企業が取り組むべき事業(男女別)

転出者全体
(n=296)

男性
(n=122)

女性
(n=174)
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オ 住みやすさについて 

・ 新潟市が住みやすいまちだと思うかについては、「住みやすい（21.3%）」「どちら

かといえば住みやすい（56.1%）」をあわせると、8割弱（77.4%）が住みやすいと

思っていることがわかる。 

・ 住みやすい理由として、「食べ物がおいしい（72.9%）」、「自然環境が豊かである

（48.5%）」、「治安が良い（37.1%）」が挙げられる。 

・ 逆に住みにくい理由として、「交通の利便性が悪い（58.2%）」、「自然災害が多い

（31.3%）」、「自然環境が悪い（23.9%）」が挙げられる。 

住みやすい

21.3%

どちらかといえば住み

やすい

56.1%

どちらかといえば住み

にくい

18.6%

住みにくい

4.1%

問24新潟市が住みやすいまちだと思うか

対象：転出者全体(n=296)
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7.0%

37.1%

48.5%

72.9%

17.9%

4.8%

4.8%

14.4%

10.0%

0.0%

1.3%

1.3%

0.0%

2.6%

7.0%

16.6%

11.8%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

自然災害（台風、地震など）が少ない

治安が良い（安全である）

自然環境が豊かである

食べ物がおいしい

住宅の規模や価格など住宅事情が良い

勤務地や学校に近い

交通の利便性が良い

日常の買い物がしやすい

暮らしに関する施設が整っている

娯楽に関する施設が整っている

子育て支援が充実している

教育環境が整っている

福祉環境が充実している

病院など医療施設が充実している

人情が厚い（地域の人間関係が良い）

親や子どもの家に近い

友人や知人がいる

その他

問24-1「新潟市が住みやすいとまちだと思う」理由

転出者全体

(n=229)

31.3%

1.5%

23.9%

0.0%

6.0%

6.0%

58.2%

20.9%

7.5%

20.9%

1.5%

1.5%

1.5%

6.0%

3.0%

6.0%

11.9%

20.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

自然災害（台風、地震など）が多い

治安が悪い（安全とはいえない）

自然環境が悪い

食べ物がおいしくない

住宅の規模や価格など住宅事情が悪い

勤務地や学校から遠い

交通の利便性が悪い

日常の買い物がしにくい

暮らしに関する施設が整っていない

娯楽に関する施設が整っていない

子育て支援が充実していない

教育環境が整っていない

福祉環境が充実していない

病院など医療施設が充実していない

人情が薄い（地域の人間関係が悪い）

親や子どもの家から遠い

友人や知人がいない

その他

問24-2「新潟市が住みにくいとまちだと思う」理由

転出者全体
(n=67)


